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会員の拡大に
頑張ろう！

さ
ん
を
選
出
。
越
川
好
昭
議
事
運
営
委

員
長
か
ら
、
代
議
員
55
名
中
出
席
が
31

名
。
委
任
状
22
名
で
、
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

＝
議
　
事
＝

　

第
１
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
活
動

報
告
・
活
動
日
程
」、
第
２
号
議
案
「
２

０
２
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決

算
報
告
」「
会
計
監
査
報
告
」、
第
３
号

議
案
「
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
案
」、

第
４
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度
一
般
会

計
予
算
案
」、
第
５
号
議
案
「
役
員
選
出

　

＝
は
じ
め
に
＝

　

総
会
で
は
荻
窪
幸
一
書
記
長
が
司
会
。

冒
頭
に
４
月
に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選

挙
で
、
厚
木
爆
同
推
薦
議
員
が
当
選
の

報
告
を
行
い
、
高
久
保
副
委
員
長
が
開

会
挨
拶
、
石
郷
岡
忠
男
委
員
長
挨
拶
と

続
き
、
近
隣
５
市
長
と
第
五
次
厚
木
基

地
爆
音
訴
訟
原
告
団
団
長
の
大
波
修
二

さ
ん
、
社
会
民
主
党
党
首
で
参
議
院
議

員
の
福
島
み
ず
ほ
さ
ん
、
衆
議
院
議
員

の
太
ひ
で
し
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
。
議
長
に
綾
瀬
支
部
の
岡
徳
行

案
」
は
い
ず
れ
も
満
場
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
＝
終
わ
り
に
＝

　

総
会
で
は
最
後
に
「
総
会
決
議
案
」

を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
「
総
会
決
議
」
で
は
、
昨
年
末
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
安
保
関
連
３
文
書
」
に

つ
い
て
「
戦
前
の
始
ま
り
」
と
指
摘
。

　

厚
木
基
地
の
現
状
に
つ
い
て
「
岩
国

基
地
に
空
母
艦
載
機
が
移
転
し
た
後
も

年
間
１
万
５
千
回
以
上
の
騒
音
測
定
回

数
を
記
録
し
、
静
か
に
な
っ
た
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」「
厚
木
基
地
で
も
米
軍

と
の
合
同
訓
練
の
拠
点
と
し
て
整
備
点

検
に
使
用
さ
れ
た
り
、
今
ま
で
厚
木
基

地
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
訓
練
が
行

わ
れ
た
り
、
厚
木
基
地
所
属
で
な
い
外

来
機
が
飛
来
す
る
こ
と
が
目
立
ち
ま
し

た
」「
部
品
落
下
や
墜
落
の
不
安
」「
有

害
な
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の

汚
染
」
も
あ
る
な
ど
、
爆
音
以
外
の
被

害
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。

　
「
全
国
で
基
地
と
の
闘
い
に
取
り
組
む

仲
間
と
連
携
し
、
爆
音
の
解
消
を
含
め
、

厚
木
基
地
の
一
日
も
早
い
撤
去
を
め
ざ

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
す
べ
て
の
会

員
の
団
結
を
も
っ
て
取
り
組
む
」
と
し
、

最
後
に
出
席
者
全
員
で「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
を
三
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
５
年
前
に
米

空
母
艦
載
機
の

ジ
ェ
ッ
ト
機
部

隊
が
岩
国
に
移

転
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
長
い
闘
い
が
こ
れ
で
終
わ

れ
る
。
静
か
な
空
が
返
っ
て
く
る
。
誰

も
が
そ
う
思
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
厚
木
基
地
の
空
い
た
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
次
か
ら
次
に
、
新

し
い
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

米
軍
単
独
で
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
ミ
サ
イ
ル

部
隊
の
訓
練
、
米
本
国
か
ら
の
Ｃ
Ｂ
Ｒ

Ｎ（
生
物
・
化
学
・
放
射
線
・
核
）
訓
練
、

航
空
機
に
よ
る
吊
り
下
げ
訓
練
、
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
に
よ
る
投
下
訓
練
な
ど
、
ど

れ
も
今
ま
で
厚
木
基
地
で
は
行
わ
れ
て

い
な
い
訓
練
ば
か
り
で
す
。

　

艦
載
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
部
隊
が
移
転

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
基
地
機
能
は
逆

に
強
化
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
米
の
共
同
訓
練
も
以
前
よ

り
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ

に
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
も
加
わ
り
共
同
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
訓
練
に
必
ず
オ
ス
プ
レ
イ
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
厚
木
基
地
を
中
継
点
と
し
て
使
用
す

る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
事
故
が
起
き

る
可
能
性
が
高
い
オ
ス
プ
レ
イ
の
拠
点

化
は
絶
対
許
せ
ま
せ
ん
。

　

国
は
今
、
騒
音
は
縮
小
し
た
と
し
て
、

コ
ン
タ
ー
見
直
し
の
為
の
騒
音
調
査
を

始
め
て
い
ま
す
。
私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
と
協
力
し
て
、
コ
ン
タ
ー
の
見

直
し
は
時
期
尚
早
と
し
て
中
止
を
求
め

て
参
り
ま
す
。

　

私
達
の
騒
音
と
の
闘
い
は
ま
だ
終

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
と
協
力
し

て
静
か
な
空
が
返
っ
て
く
る
ま
で
、
運

動
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
共

に
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
。

厚
木
爆
同
第
63
回
定
期
代
議
員
総
会
は
５
月
13
日
、
大
和
市
渋
谷
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。　

今
回
は
新
役
員
選
出
の
総
会
と
な
り
、
各
部
会
も
４
つ
の
部
会
が
２
つ
に
統
合
さ
れ
、
会
計
が
２
名
か
ら
１
名
に
な
る
な

ど
、
新
た
な
組
織
体
制
の
出
発
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
で
は
す
べ
て
の
議
案
を
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。

静
か
で
平
和
な
空
を
取
り
戻
そ
う

騒
音
コ
ン
タ
ー
の
見
直
し
中
止
！
　
基
地
撤
去
！

騒
音
コ
ン
タ
ー
の
見
直
し
中
止
！
　
基
地
撤
去
！

―
厚
木
爆
同 

第
63
回
定
期
代
議
員
総
会
開
催
―

―
厚
木
爆
同 

第
63
回
定
期
代
議
員
総
会
開
催
―

共
に
頑
張
ろ
う
！

厚
木
爆
同
委
員
長
　
石
郷
岡 
忠
男

出席者全員で団結頑張ろう三唱

担　当

委  員  長

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

書  記  長

書 記 次 長

総務組織部長

調査情宣部長

会     計

会 計 監 査

会 計 監 査

特別執行委員

特別執行委員

顧     問

氏　　名

石郷岡 忠男

高 久 　 保

森 　 謙 治

日朝　志郎

荻窪　幸一

齋藤　孝幸

大谷　直樹

越川　好昭

瀬野　壽伸

川村　政枝

遠藤　健一

大波　修二

齋藤　昌民

中川　敦至

所属支部

綾　　瀬

座　　間

大 和 中

海 老 名

大和北1

大 和 中

大 和 中

綾　　瀬

大和南2

綾　　瀬

大和北1

第五次原告団団長

第五次原告団事務局長

大 和 中

《2023・2024 年度》

厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員
ご支援ありがとうございましたご支援ありがとうございました
統一自治体議員選挙・推薦候補当選者

神奈川県議会議員
（藤沢市、２期）
脇  れい子

神奈川県議会議員
（海老名市、初）
相 原 し ほ

大和市議会議員
（10期）
大 波 修 二

綾瀬市議会議員
（３期）
こしかわ 好昭

藤沢市議会議員
（２期）
谷 津 え み
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５
月
17
日
、
厚
木
爆
同
ほ
か
３
団
体
は
米

海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
に
対
し
て
、
連
続
す

る
米
軍
海
兵
隊
機
の
訓
練
に
対
す
る
抗
議
と

①
戦
闘
攻
撃
機
の
訓
練
を
行
わ
な
い
こ
と
②

騒
音
防
止
協
定
や
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
の
日

米
合
意
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
③
艦
載
機
の
訓

練
は
す
べ
て
硫
黄
島
で
行
う
こ
と
、
な
ど
の

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

緊
急
行
動
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
25

名
と
少
数
で
し
た
が
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
上
げ
て
強
く
抗
議
、
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　

米
軍
機
は
３
月
末
以
降
は
週
末
あ
る
い
は

休
日
に
も
訓
練
し
、
爆
音
を
振
り
ま
い
て
い

ま
す
。

　

５
月
13
日
に
は
早
朝
５
時
台
に
飛
行
。
住

民
は
突
然
の
爆
音
に
安
眠
を
妨
げ
ら
れ
、
日

常
生
活
が
頻
発
す
る
爆
音
に
よ
っ
て
台
無
し

に
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
爆
音
を
「
や
む
を
得
な
い
」

と
感
じ
て
い
る
住
民
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
大
変
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
３
年
に
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意

さ
れ
た
騒
音
規
制
措
置
で
は
、
22
時
か
ら
翌

朝
６
時
ま
で
は
飛
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
曜
日
の
飛
行
訓
練
は
最
小
限
に
す
る
、
と

　

厚
木
基
地
で
は
最
近
、
米
軍
機
が
週
末
や

休
日
に
訓
練
し
て
爆
音
を
振
り
ま
き
、
燃
料

油
の
流
出
事
故
も
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

爆
音
の
解
消
だ
け
で
な
く
、
基
地
撤
去
が

急
が
れ
ま
す
。

　

３
月
31
日
（
金
）
〜
４
月
２
日
（
土
）
米

軍
海
兵
隊
機
が
訓
練
。

　

４
月
19
日
（
水
）
20
日
（
木
）Ｆ
Ａ-

18
艦

載
機
１
機
が
飛
来
、
帰
還
。

　

４
月
21
日
（
金
）
22
日
の
基
地
開
放
日
の

展
示
航
空
機
が
多
数
飛
来
。

　

４
月
22
日
（
土
）
厚
木
基
地
開
放
日
・
日

米
親
善
祭
り
開
催
。

　

４
月
23
日
（
日
）
日
米
親
善
祭
り
で
展
示

さ
れ
た
海
軍
機
が
離
陸
。

　

４
月
28
日
（
金
）
艦
載
機
Ｃ-

２
Ａ
輸
送
機

い
う
項
目
も
あ
り
ま
す
。
空
母
艦
載
機
移
転

前
も
、
日
曜
日
に
は
飛
行
は
自
粛
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
主
旨
は
「
家
庭
の
団
ら
ん
の
時
間
を

爆
音
で
破
壊
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

休
日
も
土
曜
日
も
同
様
に
訓
練
も
飛
行
も

行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

が
飛
来
。

　

４
月
28
日
（
金
）
〜
29
日
（
休
日
・
土
）、

５
月
５
日
〜
７
日
（
す
べ
て
休
日
）Ｆ
Ａ-

18

米
軍
海
兵
隊
機
２
機
が
飛
来
。

　

５
月
７
日
（
日
）Ｆ
35
Ｂ
戦
闘
機
２
機
が
飛

来
。

　

５
月
８
日
（
月
）Ｆ
Ａ-

18
米
軍
海
兵
隊
機

１
機
が
飛
来
。

　

５
月
10
日
（
水
）
〜
13
日
（
土
）
海
兵
隊
機

４
機
が
飛
来
。

　

５
月
13
日
（
土
）
未
明
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
大

爆
音
。
ホ
ー
カ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
１
機
飛
来
。

　

５
月
17
日
（
水
）
米
空
軍
Ｃ-

17
輸
送
機
１

機
が
飛
来
。

　

５
月
24
日
（
水
）
基
地
内
の
燃
料
タ
ン
ク
か

ら
燃
料
油
が
流
出
。

　

５
月
24
日
、
米
軍
厚
木
基
地
の
燃
料
タ
ン

ク
か
ら
燃
料
油
が
約
９
，
０
８
４
ℓ
流
出
。

綾
瀬
市
内
を
流
れ
る
蓼
川
を
汚
染
す
る
事
故

が
起
き
、
綾
瀬
市
で
は
基
地
下
流
の
綾
瀬
市

立
本
蓼
川
墓
園
南
側
の
立
川
橋
に
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
を
張
り
、
綾
南
公
園
は
一
時
、
親

水
公
園
を
立
入
禁
止
に
し
ま
し
た
。

　

県
と
綾
瀬
市
は
米
軍
厚
木
基
地
司
令
官
に

対
し
て
油
の
回
収
及
び
流
出
防
止
措
置
の
実

施
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止
、
情
報
提
供
を

要
請
し
ま
し
た
。

　

米
軍
厚
木
基
地
で
は
昨
年
９
月
格
納
庫
で
、

発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
＝「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
」
を
含
む
泡
消
火
剤
が

放
出
さ
れ
る
事
故
が
あ
り
、
基
地
内
を
流
れ

る
蓼
川
に
流
出
。
今
回
と
同
じ
立
川
橋
で
国

の
指
針
値
の
3.6
倍
の
濃
度
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
が
検
出
さ
れ
、
国
と
県
市
は
10
月
と
12

月
、
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
、
再
発
防
止

を
求
め
た
ば
か
り
で
す
。

　

昨
年
の
泡
消
火
剤
流
出
に
続
き
今
回
の
燃

料
油
流
出
で
、米
軍
厚
木
基
地
は
爆
音
だ
け
で

な
く
生
活
に
身
近
な
河
川
を
汚
染
す
る
有
害

な
も
の
と
い
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
も
立
ち
入
り
調
査
を

行
っ
て
、日
本
側
が
原
因
を
究
明
し
、再
発
防

止
対
策
を
強
制
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
改
定
が
必
要
で
す
。

　

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
厚
木
基
地

の
一
日
も
早
い
返
還
を
求
め
ま
す
。

　

続
い
て
午
後
１
時
か
ら
南
関
東
防
衛
局
座

間
防
衛
事
務
所
へ
、
８
人
で
抗
議
申
し
入
れ

に
出
向
き
ま
し
た
。
井
草
昭
事
務
所
長
は
対

応
こ
そ
丁
寧
で
し
た
が
、
訓
練
は
地
位
協
定
の

も
と
「
適
切
に
実
施
し
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
る
」
と
返
答
。
早
朝
５
時
台
の
飛
行
で
住
民

を
叩
き
起
こ
し
て「
何
が
適
切
か
」と
抗
議
し
、

規
制
に
反
し
た
具
体
的
理
由
を
調
べ
て
返
答

す
る
こ
と
、
今
後
も
理
由
を
説
明
す
る
よ
う

「
し
か
る
べ
き
場
所
に
伝
え
る
」
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
住
民
本
位
の
業
務
遂
行
と
定
期

的
な
話
し
合
い
を
、
強
く
求
め
ま
し
た
。

連
続
す
る
米
軍
海
兵
隊
機
の

訓
練
に
対
す
る
抗
議
と
申
し
入
れ

週
末
・
休
日
に
爆
音
ふ
り
ま
き
訓
練

米
軍
厚
木
基
地
か
ら

　
ま
た
も
燃
料
油
が
流
出

立川橋ではオイルフェンスが設置された

連続する訓練に抗議集会

座
間
防
衛
事
務
所
に
申
し
入
れ

爆音がうるさいときは、
  苦情と抗議の電話をかけよう！

苦情の電話をかけよう
大和市 基地対策課
綾瀬市 基地政策課
海老名市 企画財政課
座間市 総合政策課基地政策係
相模原市 基地対策課
藤沢市 危機管理課
町田市 企画政策課
神奈川県 基地対策課

海上自衛隊厚木基地
座間防衛事務所
南関東防衛局
南関東防衛局（夜間・休日）
米海軍厚木基地

……………………
……………………
…………………
…………………
…………………
……………………
……………………
…………………

…………………
………………………
…………………………

…………
………………………

046-260-5310
0467-70-5604
046-235-4634
046-252-8307
042-769-8207
0466-50-8381
042-724-2103
045-210-3375

0467-78-8611
046-261-4332
045-211-7129
045-211-7386
0467-78-2664

抗議の電話をかけよう

違法な航空機爆音を解消させるため、特に自衛隊ジェット
機 P-1 哨戒機の旋回飛行訓練による爆音被害に、苦情と
抗議の電話をかけましょう。


